
 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 近頃はなかなか竹が手に入らないので，学校で七夕祭りをすることはできなかったですが，７月３日，

保護者の村田さんが，学校まで長い竹を５本も運んでくださいました。早速学校で短冊を用意し，子ども

たちは願い事を書きました。願い事や折り紙で作った飾りをつけた笹の葉はさらさらと揺れ，廊下に少し

だけ涼をもたらせてくれました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月３日に，保護司会と更生保護女性会のかたがたが，「社会を明るくする運動」の一環として校門で

挨拶運動をしてくださいました。朝から太陽がじりじりと照りつける中，大勢のかたが子どもたちに挨拶

をしてくださいました。 

 気持ちのよい挨拶をすることで，一日を元気よくスタートさせることができます。社会が明るくなる第

一歩だと思います。今一度，ご家庭でも最上級の挨拶の仕方を話し合っていただけたらと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

七夕かざり 

学校と家庭・地域をつなぐ学校だより 

 

はぐくみ 
令 和 ６ 年 

７月１０日 

第 １３ 号 

松葉小学校 

・絵が上手になりますように。 

・ドーナツをいっぱい食べられますように。 

・みんながすてきな３年生になれますように。 

・パティシエになれますように。 

・家族が病におかされず，けがにも負けずに元気に暮らせますように。 

・フェレットを飼えますように。 

・空手で，おびが黒色になりたいです。 

・戦争，病気，自然災害，罪が世界から消えますように。 

・NBAの選手になれますように。 

・おいしいご飯をずっと食べられますように。 

・みんなのお願い，かなえてください。 

＜素敵な子どもたちの願い＞ ＜各教室の出入り口に飾りました＞ 

「聞こえる声で挨拶」「相手の目を見て挨拶」「笑顔で挨拶」 

＜参加してくださった地域の皆様。７月だけで４回も挨拶運動をしてくださいます。＞ 

元気に挨拶！～挨拶運動～ 

 


